









Our lives overflow with the purchase and consumption of goods mass-produced and 
mass-marketed by manufacturers. Even if the percentage of defects or problems is 
small, the actual number is still quite significant. By analyzing shared data by means 
of XML files and the Internet, information systems are useful in solving almost all 
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いやすい情報の収集、管理、発信システムが不可欠である。データの共有にはインターネ
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くらしの豆知識（消費生活の知識を中心にコンパクトにまとめたもの） 
・ こまった時はこちら（全国の消費生活センター、商品テストを実施する機関） 

































① 生活の基本的ニーズが保証される権利 ― 十分な食料、衣服、家屋、医療、教育、公益
事業、水道、公衆衛生といった基本的かつ必需の製品・サービスを得ることができるこ
と。 
② 安全である権利 ― 健康、生命に危険な製品、製造過程、サービスから守られること。 
③ 知らされる権利 ― 選択するに際して必要な事実を与えられる、または不誠実あるいは
誤解を与える広告あるいは表示から守られること。 
④ 選ぶ権利 ― 満足できる品質を持ち、競争価格で提供される製品・サービスがたくさん
あり、その中から選ぶことができること。 
⑤ 意見を反映される権利 ― 政府が政策を企画・遂行する際、または製品・サービスを開
発する際に消費者利益の代表を含むこと。 
⑥ 補償を受ける権利 ― 誤り、偽物、あるいは不満足なサービスについての補償を含めて
苦情が適切に処理されること。 
⑦ 消費者教育を受ける権利 ― 基本的な消費者の権利及び責任と如何に行動するかを知
る以外にも、情報を与えられ、自信を持って商品やサービスを選ぶのに必要な知識と能
力を得られること。 




① 批判的意識 ― 商品やサービスの用途、価格、品質に対し、敏感で問題意識をもつ消費
者になるという責任。 
② 自己主張と行動 ― 自己主張し、公正な取引を得られるように行動する責任。 
③ 社会的関心 ― 自らの消費生活が他者に与える影響、とりわけ弱者に及ぼす影響を自覚
する責任。 
④ 環境への自覚 ― 自らの消費行動が環境に及ぼす影響を理解する責任。 
⑤ 連帯 ― 消費者の利益を擁護し、促進するため、消費者として団結し、連帯する責任。 
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" standalone="no" ?> 
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="shouhi.xsl" ?> 
<!DOCTYPE shouhi SYSTEM "shouhi.dtd" 
[ 
 <!ENTITY shouhi1 SYSTEM "shouhi1.xml"> 
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場合もある。図３は、この消費者情報の基本的なデータの構造とそれを記述した XML の
DTD（Document Type Definition）である。 
図３ 基本的なデータ構造と DTD 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"  ?> 
<!ELEMENT shouhi (jouhou*)> 
<!ELEMENT jouhou (受付,消費者*,内容,回答*,メモ*)> 
<!ELEMENT 受付 (場所,日付,時刻*)> 
<!ELEMENT 場所 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 日付 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 時刻 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 消費者 (性別|年齢|都道府県)*> 
<!ELEMENT 性別 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 年齢 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 都道府県 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 内容 (タイトル|要約|内容区分|詳細)*> 
<!ELEMENT タイトル (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 要約 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 内容区分 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 詳細 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 回答 (担当|回答区分|回答内容)*> 
<!ELEMENT 担当 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 回答区分 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 回答内容 (#PCDATA)> 























タを表示したりするときに必要な XSL(Extensible Style Language)ファイルの例である。 
図４ データの記述例 



















<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<xsl:stylesheet xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" version="1.0"> 
 <xsl:output method="html" version="4.0" encoding="Shift_JIS" /> 
 <xsl:template match="/"> 
  <html> 
  <head> 
  <title>消費者情報リスト</title> 
  <link rel="stylesheet" type="text/css" href="shouhi.css" /> 
  </head> 
  <h1>消費者情報リスト</h1> 
  <xsl:apply-templates select="shouhi" /> 
  </html> 
 </xsl:template> 
 <xsl:template match="shouhi"> 
  <xsl:for-each select="jouhou"> 
  No. <xsl:number value="position()" format="1"/><BR /> 
  受付/場所： <xsl:value-of select="受付/場所" /><BR /> 
  受付/日付： <xsl:value-of select="受付/日付" /><BR /> 
  受付/時刻： <xsl:value-of select="受付/時刻" /><BR /> 
  消費者/性別： <xsl:value-of select="消費者/性別" /><BR /> 
  消費者/年齢： <xsl:value-of select="消費者/年齢" /><BR /> 
  消費者/都道府県： <xsl:value-of select="消費者/都道府県" /><BR /> 
  内容/タイトル： <xsl:value-of select="内容/タイトル" /><BR /> 
  内容/要約： <xsl:value-of select="内容/要約" /><BR /> 
  内容/内容区分： <xsl:value-of select="内容/内容区分" /><BR /> 
  内容/詳細： <xsl:value-of select="内容/詳細" /><BR /> 
  回答/担当： <xsl:value-of select="回答/担当" /><BR /> 
  回答/回答区分： <xsl:value-of select="回答/回答区分" /><BR /> 
  回答/回答内容： <xsl:value-of select="回答/回答内容" /><BR/> 
  メモ： <xsl:value-of select="メモ" /><P /> 
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